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悲運の武将

肝付竹友の墓
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肝付竹友の墓

　

市
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
肝
付
竹
友

の
墓
」
は
、
末
吉
町
南
之
郷
の
仮
屋
地

区
（
小
字
は
竹ち
く
ゆ
う
ば
る

友
原
）
に
あ
り
、
敷
地

内
中
央
の
舟
形
に
地
蔵
が
刻
ま
れ
て
い

る
も
の
が
竹
友
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
右
側
に
は
、
約
3.2
メ
ー
ト
ル

の
大
き
な
多
層
塔
が
あ
り
、
上
か
ら
一

層
目
と
二
層
目
に
は
四
方
と
も
梵ぼ
ん

字じ

と

家
紋
の
よ
う
な
も
の
が
四
つ
ず
つ
描
か

れ
、
三
層
目
に
は
大
き
く
「
竹
友
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
部
に

は
「
堂
主　

攵ぼ
く

空く
う

」
と
あ
り
、
こ
の
供

養
塔
を
造
っ
た
僧
の
名
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
立
派
な
多
層
塔
は
、
竹
友
が
戦

死
し
て
80
年
以
上
経
過
し
た
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
元
の
人
々
に
慕
わ
れ
た
ひ
と

か
ど
の
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。

戦
国
時
代
、
大
隅
の
雄
で
あ
っ
た

肝
付
氏
は
薩
摩
の
島
津
氏
・
都
城

の
北ほ
ん

郷ご
う

氏
と
長
ら
く
争
っ
て
い
ま
し
た
。

　

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
正
月
六
日
、

志
布
志
地
頭
の
肝
付
竹ち
く

友ゆ
う

ら
は
北
郷
領

の
末
吉
へ
進
撃
し
橋
野
に
駐
屯
。
志
布

志
・
安
楽
・
蓬
原
・
松
山
な
ど
か
ら
兵

を
集
め
国
合
原
（
住
吉
原
）
で
合
戦
を

行
い
ま
し
た
。
北
郷
時
久
は
都
城
・
財
部
・

末
吉
か
ら
兵
を
集
め
、
子
の
相す
け

久ひ
さ

・
忠た
だ

虎と
ら

ら
を
率
い
て
稲い
な
い
ば
る

井
原
（
二
之
方
荷
原
）

か
ら
攻
撃
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
志
和

池
・
山
田
・
野
々
美
谷
・
勝
岡
・
梶
山
・

山
之
口
の
兵
も
駆
け
つ
け
、
梅
北
地
頭

の
知
覧
大
和
守
も
橋
野
方
面
か
ら
攻
撃
、

時
久
は
住
吉
山
に
兵
を
伏
せ
、
本
堂
方

面
に
も
兵
を
送
り
ま
し
た
。
四
方
か
ら

の
包
囲
攻
撃
を
受
け
た
肝
付
軍
は
大
敗

し
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
に
肝
付
氏
は

没
落
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

竹
友
は「
血
が
谷
」と
呼
ば
れ
る
谷（
大

路
集
落
）
に
追
い
込
ま
れ
、
シ
ラ
ス
を

撒
い
て
平
地
に
見
せ
か
け
ら
れ
た
湿
田

に
は
ま
り
討
ち
取
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
家
臣
も
多
く
討
た
れ
そ
の

数
は
四
百
三
十
余
名
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

肝付竹友の墓

現在、志布志市松山町豊留
に戦死者を祀る板碑があり
ますが、この辺りは戦死者
の血が流れ留まった場所で
あったことから「ちどめ」
と言われ、これが地名「豊

とよ

留
どめ

」の由来になったと伝え
られています。


